
9月15日(金)、株式会社スターフライヤー 町田 修（まちだ おさむ）

代表取締役社長執行役員に対し、航空連合として初めて産業の健全な
発展と安全性、利便性の向上に関する政策要請を提出しました。町田
社長からは、要請内容の方向性に賛同との認識が示されたうえで、
産業労使が連携して課題に取り組んでいきたいとの発言がありました。
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第24期 政策実現総行動 第17弾

スターフライヤー町田社長へ産業労使一体となった取り組みを要請！

①航空関連産業全体の視点で、産業の発展に向けて諸課題を協議する「航空産業労使
懇談会（仮称）」の開催 

②令和６年度予算概算要求・税制改正要請項目の会社政策への反映と、実現に向けた
取り組み 

③サプライチェーン全体の共存共栄と系列を超えた新たな連携を検討し、委託先の人材
確保や労働条件にも十分に考慮した適正な取引の推進

～ スターフライヤー社への要請項目 ～

左から）内藤 航空連合会長、町田 社長、古瀨 スターフライヤーユニオン委員長
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